
歴史遺産学科　文化財保存修復・歴史文化コース　履修モデル（2018年度以降入学生）　

教職 学芸員

2年

1年

※大学院特別選抜制度･･･合格すると、4年次に在籍しながら、大学院の講義科目が履修できます。 凡例： …社会実装科目

…必修科目

…選択科目

伝統文化演習Ⅱ

考古学Ⅱコンピュータ演習

歴史遺産学基礎実習Ⅰ

日本史特論Ⅰ 伝統文化演習I 人文地理学Ⅰ 外国史

伝統文化産業

歴史遺産学基礎実習Ⅱ

装潢文化財論

教育・研究

卒業研究・制作

地域文化産業

前期

後期

＜日本庭園・歴史遺産研究センターと
連携したプロジェクトで実践＞

製造･販売,企画･営業,事務その他ｻｰﾋﾞｽ製造･技術･販売,企画･営業,事務その他ｻｰﾋﾞｽ進学・教員・学芸員・研究・技術職その他

日本史特論Ⅳ

前期

博物館
経営論

博物館実習I

地理歴史科
教育法

教育課程論

教育制度論

食品、衣服、住宅、工場、農林水産業、百
貨店、外食産業、不動産、鉄道、旅行代理
店、銀行、郵便局、JA,ﾎﾃﾙ・旅館

表具師、仏師、仏神具、錺金具、茶道具、和
服、小物、茶道、華道、染織、出版社、観光、社
寺事務、NPO法人

京都造形芸術大学大学院・京都府立大学大学
院、中学・高校、歴史・民俗系博物館、寺院・企
業資料館、地方公務員研究職、考古系・自然
系研究所、文化財保存修復職

資格関係科目

教師論

生涯学習
概論

道徳教育の
理論と実践

博物館
資料論

教育心理学

博物館概論教育原理

博物館資料
保存論

博物館
実習Ⅱ

社会科・地
歴科教育法

Ⅰ

教育方法

教育実践演習

博物館情
報・

メディア論

博物館
教育論

社会教育法

教育相談

修
士

研究テーマを
定め、卒業論
文にとりくむ

専門領域の
実践的課題
にとりくむ

日本史特論Ⅲアジア史 自然地理学

3

4

後期

調査・研究の
基礎を身につ
ける

専門的知識・
技術を身につ
ける

進路をみす
え、専門領域
を選択する

教育実習

生徒・進路
指導論

特別活動論

前期

前期

後期

後期

民俗文化財論

文化財建造物論文化財庭園論

歴史遺産学概論Ⅰ（歴史文化論） 保存科学論

歴史遺産学概論Ⅱ（文化財保存修復論）

1

2

古文書演習Ⅰ

日本史特論Ⅱ

京都地誌Ⅱ

古文書演習II

人文地理学Ⅱ

京都地誌Ⅰ

フィールドワークⅠ(現地で学ぶ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

考古学Ⅰ仏教芸術論

宗教学概論

歴史遺産学
の多様性を学
ぶ

インターンシップ

<

総
論
か
ら
各
論
へ>

<

知
識
を
技
術
に
生
か
す>

(芸術分野特論・原論)※

(芸術分野特論･原論)※

国宝修理装潢師連盟インターンシップ

歴史遺産学基礎実習III

歴史遺産学プロジェクト演習III（A～Cから1つ選択）

A：歴史文化系 ／ B：文化財保存修復系 ／ C：考古学・歴史まちづくり系

歴史遺産プロジェクト演習I（A～Cから1つ選択）

A：歴史文化系 ／ B：文化財保存修復系 ／ C：考古学・歴史まちづくり系

歴史遺産学プロジェクト演習II（A～Cから1つ選択）

A：歴史文化系 ／ B：文化財保存修復系 ／ C：考古学・歴史まちづくり系

歴史遺産学総合演習III（4回生ゼミ・卒論）

歴史遺産学総合演習II（3回生ゼミ・プレ卒論）

歴史遺産学総合演習Ⅰ(3回生ゼミ・プレ卒論)

古文書演習III

<

現
地
で
の
学
び
を
深
め
る>

古文書演習IV



歴史遺産学科　文化財保存修復・歴史文化コース　カリキュラムマップ

必修 選択

歴史遺産学概論I 講義 1 2 3 4 前期 2 歴史文化学入門

文化財の保存修復にあたっては、それらが生み出された歴
史文化的背景を理解することが必要である。本講義では、
①歴史的視座からものごとを把握し理解を深めるための方
法論、②日本の伝統文化の概論とその研究法、③地域の歴
史文化を考究する方法論について、事例を交えながら考究
する。

①歴史的視座から物事をとらえること、特に史資料による
研究方法の基礎を理解する。②伝統文化について基礎的知
識を獲得し、その現代的価値について積極的に考える姿勢
を身につける。③自身の居住地等に関する歴史文化につい
て、歴史遺産を通じて考究する姿勢を身につけ、考えを文
章にまとめる。

30 60 30 60 0 20 40 0 20 40 0

歴史遺産学概論II 講義 1 2 3 4 後期 2
文化財保存修復入
門

日本はじめ世界における文化財保護の考え方の変遷や、文化財を
保存修復していくための方法論の基礎をまなぶ。また、博物館等にお
ける実践的活動の紹介や、戦争・自然災害時における文化財保護
の取り組み事例を学ぶことを通じて、文化財保存修復活動の現代的
意義について考究する。

①文化財保護思想の発祥と展開について理解し、文化財保護法や
世界遺産条約等の諸制度に関する基礎知識を獲得する。②文化
財保存修復の基礎となる各種調査法の概要を理解する。③現代に
おける文化財保存修復の取り組みについて幅広い観点から理解し、
その現代的意義について自身の見解を文章にまとめる。

30 60 30 60 0 20 40 0 20 40 0

京都地誌I 講義 2 3 4 前期 2

地図・史料にみる京
都地誌
－都市構造と空間認
識を中心に－

京都の都市構造は長い年月をかけ、様々な変遷をたどりながら形成
されている。地図や史料を用いながら、京都の地誌を、主に都市構
造と空間認識を中心に、歴史的にたどっていく。

京都の歴史地理的な知識を取得し、京都に関する理解を深め、京
都の歴史遺産との関わり方を積極的に考えられる。自らフィールドに
出て、京都の町と直に触れる機会を設け、情報を集めてそこから考え
ることを期待する。

30 60 20 40 30 60 0 20 40 0 0

京都地誌II 講義 2 3 4 後期 2

地図・史料にみる京
都地誌
－都市構造と空間認
識を中心に－

京都の都市構造は長い年月をかけ、様々な変遷をたどりながら形成
されている。地図や史料を用いながら、京都の地誌を、主に都市構
造と空間認識を中心に、歴史的にたどっていく。

京都の歴史地理的な知識を取得し、京都に関する理解を深め、京
都の歴史遺産との関わり方を積極的に考えられる。フィールドに出た
時の行動の仕方についても発想できるようにし、広く紹介できるように
なる。

30 60 20 40 30 60 0 20 40 0 0

人文地理学I 講義 2 3 4 前期 2
景観からみる地域ら
しさ

景観は地域の自然の中に暮らす人々の歴史や文化で紡ぎださ
れる。「地域らしさ」のある景観は「文化的景観」という文化財の1
つとしてとらえられるようになった。この景観から歴史・文化を読
み解くことの面白さと、文化財としての景観である文化的景観を
調査・評価・活用していくことの重要さについて考える。

景観に刻まれた歴史を正しく読み解くことができる能力を身に付
けるとともに、文化的景観についての正しい理解を身につける。

0 30 60 30 60 20 40 20 40 0 0

人文地理学II 講義 2 3 4 後期 2 地図と景観
地理学の基礎資料の1つである地図の歴史と、歴史遺産研究に
おける地図利用の有効性を論じる。

地図の歴史を知り、地図を用いて過去の景観や現在の景観を正
しく理解できる能力を身につける。

0 30 60 30 60 40 80 0 0 0

自然地理学 講義 2 3 4 前期 2
自然と人間の共役を
実感する地理学的思
考技術の修得

身近な生活環境としての自然について講義する。今日における
環境問題を自然と人間との共役的応答としてとらえ、自然史の観
点から考える。

複雑な問題に対して多角的に捉え、自ら考える能力を養う。その
ために必要なセンスとして、身近な自然を対象とし、地形、気候、
生物、人々の営みから自身につながる問題の発見力、想像力、
表現力を高める。

10 20 20 40 20 40 20 40 10 20 10 20 10 20

アジア史
2019年度休講

講義 2 3 4 前期 2
東アジアの人と文化
の交流

東アジアの文化および日本との交流の歴史を知ることで、日本
社会の多様性を知り、未来への展望を持つ多文化共生の意味を
考える。

日本の歴史と社会をいつの時代でも東アジアとの関連でとらえる
こと、日本人や日本文化の多様性を認識できる視野をもつこと。

0 70 140 0 30 60 0 0 0

外国史 講義 2 3 4 前期 2 西洋史と世界遺産
「世界遺産」にまつわる歴史を中心に、西洋世界の成り立ち、影
響についての基礎的な知識を学ぶ。

1．世界遺産についての歴史的知識を獲得する。
2．西洋の歴史的な成り立ちを知り、現代世界の諸問題について
深く洞察できるようになる。

0 20 40 20 40 40 80 0 0 20 40

考古学I 講義 1 2 3 4 前期 2

考古学の世界と日本
の古代の技術
考古学の方法と研究
の広がり

はじめに著名な古代遺跡の調査を紹介しながら考古学の世界を
案内し、その上で日本古代の文化、資源に対する人の活動など
を解説する。
モノ（物質文化）を扱う学問としての具体的手法（発掘や分析方
法)や歴史研究における役割について講義する。

古代の人類の歴史がどのような方法で明らかにされてきたかを
理解できるようになること。
過去人類の残した物質文化をもとにいかなる歴史復元が可能
か、考古学の調査・研究の基礎を理解することを目指す。

40 80 20 40 40 80 0 0 0 0

考古学II 講義 1 2 3 4 後期 2

年代を知る方法と古
代の技術
歴史時代の考古学
の世界

暦のない時代の年代を知る方法、古代の装飾技術や製陶の技
術などを紹介しながら考古資料の調査法を解説する。
モノ（物質文化）を扱う学問としての具体的手法（発掘や分析方
法)や歴史研究における役割について講義する。

考古資料から年代や古代の技術を復元する上で、多くの視点と
方法があることを理解できるようになること。
過去人類の残した物質文化をもとにいかなる歴史復元が可能
か、とくに歴史時代の考古学調査・研究の方法を理解することを
目指す。

40 80 20 40 40 80 0 0 0 0

伝統文化演習IA 演習 2 3 4 前期 2 茶の湯を楽しむⅠ
茶の湯の作法を知ることで、日本の生活文化と茶の湯との
密接な関係を学ぶ。

1．日本の春・夏の季節を掛軸、茶花などから感じ取る。
2．季節の御茶・菓子のいただき方、挨拶など客としての
振る舞いができる。
3．風呂の点前を通して、亭主としてのもてなしの心が理
解できる。

0 0 0 50 100 0 0 50 100

伝統文化演習IIA 演習 2 3 4 後期 2 茶の湯を楽しむⅡ
茶の湯の作法を知ることで、日本の生活文化と茶の湯との
密接な関係を学ぶ。

1．日本の秋・冬の季節を掛軸、茶花などから感じ取る。
2．路の季節の御茶・菓子のいただき方、挨拶など客とし
ての振る舞いができる。
3．炉の点前を通して、亭主としてのもてなしの心が理解
できる。

0 0 0 50 100 0 0 50 100

伝統文化演習IB 演習 2 3 4 前期 2
煎茶の真の茶味と
は何かⅠ

京の雅の伝統文化としての煎茶に触れ、その核となる「最
上の茶味」を得る技法を習得し、現代の生活に生かす方法
を学ぶ。

日常茶飯の煎茶とは異なる、もう一つの茶道としての煎茶
文化への認識を高めるとともに、煎茶の淹れ方の基本を学
ぶ。

0 0 0 50 100 0 0 50 100

伝統文化演習IIB 演習 2 3 4 後期 2
煎茶の真の茶味と
は何かⅠ

京の雅の伝統文化としての煎茶に触れ、その核となる「最
上の茶味」を得る技法を習得し、現代の生活に生かす方法
を学ぶ。

日常茶飯の煎茶とは異なる、もう一つの茶道としての煎茶
文化への認識をさらに高めるとともに、煎茶の淹れ方に習
熟することをめざす。

0 0 0 50 100 0 0 50 100

コンピュータ演習 演習 1 2 3 4 後期 2

GISなどのコンピュー
タ技術を利用した歴
史遺産に関する情報
の整理・分析と地図
化

歴史遺産に関する情報を題材にGIS(地理情報システム）やグラ
フィック作成ツールなどのコンピュータ・ソフトを用いて、情報の収
集・整理および分析とを地図化についての技術修得を目指す。

GISやグラフィックソフトを使い、現地調査やインターネット等を介
して取得した情報に基づいて地図を作成し、またその地図を使
用して他社への情報を提示したり、空間について理解するため
の基礎的技術の修得を目標とする。

10 20 20 40 20 40 30 60 0 0 20 40

文化財庭園論
(歴史文化論Ⅱ)

講義 1 2 3 4 後期 2
文化財庭園の保存

と修復・活用

世界の庭園の代表的な様式を概説し、その保存と修復・活
用の現状と課題について文献調査や発掘調査、修理事業の
成果をもとに考究する。

１．庭園の諸様式についての基礎知識を身につけ、見分け
る力を身につける。２．日本の代表的な文化財庭園につい
て基礎知識を獲得し、その特徴を理解する。３．文化財庭
園の保存と活用について諸事例を学び、現状の課題を把握
して解決策の提案ができる。

30 60 30 60 0 40 80 0 0 0

文化財建造物論
(歴史遺産各論Ⅰ)

講義 1 2 3 4 後期 2
文化財建造物の保
存と修復・活用

世界の歴史的建造物の代表的な諸様式を概説し、その保存
と修復・活用の現状と課題について、文献調査や発掘調
査、修理事業の成果をもとに考究する。

１．建築の諸様式についての基礎知識を身につけ、見分け
る力を身につける。２．日本の代表的な文化財建造物につ
いて基礎知識を獲得し、その特徴を理解する。３．文化財
建造物の保存と活用について諸事例を学び、現状の課題を
把握して解決策の提案ができる。

30 60 30 60 0 40 80 0 0 0

仏教芸術論
(歴史遺産各論Ⅱ)

講義 1 2 3 4 前期 2
仏教絵画・仏像を学
ぶ

仏教芸術の歴史的展開について、特に絵画・彫刻の作例を系統的
に学ぶことによって学び、文化遺産としての意義を考える。

①仏教思想を背景とした芸術の全容について基礎知識を獲得する。
②日本の絵画史と彫刻史に関する基礎知識を獲得する。③仏教絵
画、仏像の時代による様式及び歴史的・思想的背景を学び、それら
を見分けるポイントを理解する。④仏教芸術の文化遺産としての価
値について、自身の考えを文章にまとめる。

30 60 30 60 40 80 0 0 0 0

装こう文化財論
(歴史遺産各論Ⅲ)

講義 1 2 3 4 後期 2 装潢文化財基礎

装こう文化財は絵画作品と書跡・典籍・古文書作品に大き
く分かれる。これらの文化財は作品単体で存在する訳では
なく、装丁を伴った伝統的な形態で存在している。それぞ
れの素材や構造の歴史的変遷を辿り、その保存修復の考え
方や技術などについて概説する。

書跡・典籍・古文書や絵画の素材や構造について知り、そ
れを保存していく意義と具体的な修理方法について理解で
きるようになる。

40 80 40 80 0 0 0 0 20 40

保存科学論
(歴史遺産特講Ⅰ)

講義 1 2 3 4 前期 2
正倉院宝物の保存と
構成材料

正倉院宝物の保存に関する、過去および現在の取り組み、ある
いは現在宝物の置かれている保存環境（空気環境・黴虫害状
況・温湿度環境)について講義する。また正倉院宝物に用いられ
た素材についても詳しく講義する。

正倉院宝物の保存方法・保存環境および正倉院宝物に用いら
れた各種材料について知識を蓄積することにより、実際に対処
すべき文化財と対面した場合、それを参考にして自身で方法を
探る。

50 60 50 40 0 0 0 0 0

民俗文化財論
(歴史遺産特講Ⅱ)

講義 1 2 3 4 前期 2
生活資料としての民
俗文化財

衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣習、民俗芸能、
民俗技術及びこれらに用いられる衣服、器具、家屋など、有形・無
形の民俗文化財について、代表的な事例を通じて学ぶ。また、これら
によって日本の生活の推移を理解するための方法論について学ぶとと
もに、その保存修復に関する基礎知識を学ぶ。

①民俗文化財の種類や特徴、およびその保存修復技術について基
礎知識を獲得する。②民俗や行事について歴史的な背景や変遷を
知り、現在の存在意義を考える。③現代社会において民俗を正しく
理解することの意味について各自でよく考え、文章にまとめる。

30 60 20 40 30 60 20 0 40 0 0

宗教学概論 講義 2 3 4 後期 2
宗教について「考え
る」

「宗教」とは何なのか。「宗教」について、様々な角度から考察を
加える。

「宗教学」とはどういった学問分野なのか、「宗教」とはいったい
何なのか、「宗教」をめぐる様々な問題はどうして起こっているの
か、これらについて自ら思考し、独自の見解を持つ。

30 60 40 80 0 0 0 30 60 0

日本史特論I 講義 2 3 4 前期 2
世界文化遺産から

みる日本史
「世界文化遺産」にまつわる歴史を中心に、地域の成り立
ちを読み解き、歴史と文化について考究する。

１．日本の世界文化遺産に関する基礎知識を獲得する。
２．日本各地の具体的な歴史遺産（遺跡）から地域の歴史
を読み解く力を身につける。３．遺跡の調査・保存・活用
に関する方法論を学び、応用する力を育む。

30 60 30 60 20 40 10 20 10 20 0 0

日本史特論II 講義 2 3 4 後期 2
文化的景観からみ

る日本史
日本の重要文化的景観の諸事例を学ぶことを通じて、現代
につながる歴史の重層性の特徴を分析し、理解を深める。

１．文化的景観という概念を理解し、重要伝統的景観の諸
事例について基礎的知識を獲得する。２．各時代の日本人
の生業や営為についての理解を深め、その重層・変容の結
果として成立している現代の景観を分析的に把握し、歴史
をみる力を養う。

30 60 30 60 20 40 10 20 10 20 0 0

日本史特論III 講義 2 3 4 前期 2 「往生伝」を読む
平安時代から鎌倉時代にかけて編まれた諸種の「往生伝」を素
材として、文献史料を講読することから、文献史料を読む力を養
うことを目標とする。

文献史料を正確に読解できるようになる。
辞書類を適切に利用できるようになる。

0 30 60 30 60 40 80 0 0 0

日本史特論IV 講義 2 3 4 後期 2 日記に見る数寄芸能

古代から近世までの記録としての日記にの中から、特に「数寄芸
能」に関わる記事を取り上げる。それらを読解し、記録史料に親
しむとともに、各時代の歴史的・文化的状況を考える基本を修得
する。

各時代の歴史的・文化的状況を考える基本を修得し、またバー
チャルに歴史を想起できる想像力を養う。

0 30 60 30 60 40 80 0 0 0

到達目標
単位

履修学年・学期

自ら設定した課題や
与えられた課題に対
して、意欲を持続
し、問題点を克服し
つつ目標達成に至る
まで行動し続けるこ
とができる

人 材 育 成 目 標（学科）

現代社会における自らの立ち位置・役割を主体的に理解し、歴史的な観点から社会の諸問題に取り組むことのできる人格・教養知を「人間力」と
して育成する。また、歴史遺産の調査・保存修復・活用に実践的に取り組むカリキュラムを通じて、新たな社会的価値観を創り出す創造的知性を
「創造力」として育成することにより、文化財保存修復士はじめ、伝統文化・地域文化産業で活躍できる人材、社会科教員・研究者の育成を図
る。

探究力

好奇心を養い、現地
調査や資料の収集な
どを積極的に行っ
て、それらの特徴を
見極めようとするこ
とができる

創造力

現地調査や収集した
情報をフルに活用
し、歴史遺産の普遍
性や多様性・固有性
などについて、自身
の見解を導き出すこ
とができる

既存の価値観を踏まえ
つつ、これに従属せず
自由な発想によって新
たな課題を洞察し、そ
の解決に向けての計画
を構築するとともに、
必要に応じて的確に修
正することができる

伝えるべき内容を、
論理的に構築された
文章を中心に、図
表、画像、映像等を
交えて総合的に表現
できる

歴史遺産の保存・
継承者としての自
覚を持ち、他者と
の協同によって積
極的に実践するこ
とができる

科目名
授業
種別 テーマ 授業概要

具体的な根拠を示
しつつ、自身の見
解を相手に的確に
伝達するととも
に、相違する見解
に対しては適切な
対話や議論をもっ
て、相互理解を深
めていくことがで
きる

人間力

思考力 発想・構想力 表現力 行動力 継続力 コミュニケーション力



歴史遺産学科　文化財保存修復・歴史文化コース　カリキュラムマップ

必修 選択
到達目標

単位
履修学年・学期

自ら設定した課題や
与えられた課題に対
して、意欲を持続
し、問題点を克服し
つつ目標達成に至る
まで行動し続けるこ
とができる

人 材 育 成 目 標（学科）

現代社会における自らの立ち位置・役割を主体的に理解し、歴史的な観点から社会の諸問題に取り組むことのできる人格・教養知を「人間力」と
して育成する。また、歴史遺産の調査・保存修復・活用に実践的に取り組むカリキュラムを通じて、新たな社会的価値観を創り出す創造的知性を
「創造力」として育成することにより、文化財保存修復士はじめ、伝統文化・地域文化産業で活躍できる人材、社会科教員・研究者の育成を図
る。

探究力

好奇心を養い、現地
調査や資料の収集な
どを積極的に行っ
て、それらの特徴を
見極めようとするこ
とができる

創造力

現地調査や収集した
情報をフルに活用
し、歴史遺産の普遍
性や多様性・固有性
などについて、自身
の見解を導き出すこ
とができる

既存の価値観を踏まえ
つつ、これに従属せず
自由な発想によって新
たな課題を洞察し、そ
の解決に向けての計画
を構築するとともに、
必要に応じて的確に修
正することができる

伝えるべき内容を、
論理的に構築された
文章を中心に、図
表、画像、映像等を
交えて総合的に表現
できる

歴史遺産の保存・
継承者としての自
覚を持ち、他者と
の協同によって積
極的に実践するこ
とができる

科目名
授業
種別 テーマ 授業概要

具体的な根拠を示
しつつ、自身の見
解を相手に的確に
伝達するととも
に、相違する見解
に対しては適切な
対話や議論をもっ
て、相互理解を深
めていくことがで
きる

人間力

思考力 発想・構想力 表現力 行動力 継続力 コミュニケーション力

古文書演習I 講義 2 3 4 前期 2
近世の文献史料を読
解する

歴史研究において文献史料はもっとも情報量の多い資料であ
る。文献史料を読解することで、過去の情報を知ることができる。
近世の様々な文献史料を読みこなすことにより、その読解力の
基礎を身に付けることを目標とする。

近世の文献史料の読解力を身に付ける。調査方法の基礎を身
につけ、すぐには判らないこと、判断が付かないことに対して、考
える力をつける。

30 60 40 80 0 0 0 15 30 15 30

古文書演習II 講義 2 3 4 前期 2
近世の文献史料を読
解する

近世の様々な文献史料を読みこなすことにより、読解力を更に
深めることを目標とする。

近世の文献史料の読解力を身に付ける。すぐには判らないこと、
判断が付かないことに対して粘り強く調べ、答えを導き出そうと
する姿勢を身に付ける。

30 60 40 80 0 0 0 15 30 15 30

古文書演習III 講義 2 3 4 後期 2
古代・中世の古文書
に親しむ

古文書は過去の出来事を知るための重要な手がかりである。日
本の古代・中世における古文書を教材として、その様式論・機能
論について学ぶ。

古文書学の理解を深める。
1.様式論・機能論の体系的把握。
2.古文書学と歴史学・文化財学との関係性の有機的理解。

30 60 40 80 0 30 60 0 30

古文書演習IV 講義 2 3 4 後期 2
古代・中世の古文書
を読解する

古文書は過去の出来事を知るための重要な手がかりである。日
本の古代・中世における古文書を教材として、その文字情報の
読解に取り組む。

古文書の読解能力を身につける。
1.和化漢文を訓読する能力の修得。
2.くずし字を判読する能力の修得。
3.古文書の内容を理解するうえで必要な調査能力の修得。

30 60 40 80 0 30 60 0 30 0

フィールドワークI 演習 1 2 3 4 前期 2
現場に立ってみる、無
形と有形の歴史遺産

京都の遺跡や社寺、博物館などを実地に訪れ、様々な文化財の見
学とレポート作成を通じて歴史的に継承されてきた文化遺産の保
存・修復・活用について考究する。

現地調査の心得と方法を学び、文化遺産に対する観察力を身につ
けること。また観察した内容を簡潔な文章にまとめ、内容を的確に第
三者に伝えることができるようになる。

0 20 40 20 40 0 40 80 0 20 40

歴史遺産学基礎実
習I
(研究基礎)

演習 1 2 3 4 後期 2 歴史文化総合調査
京都の様々な歴史文化について、グループごとに研究テー
マを設定し、現地調査を行ない、成果を発表する。

①歴史遺産の保存や活用に関する研究テーマを導き出す力
を養う。②研究目的を達成すに必要な調査計画を立てる地
kらを養う。③研究テーマに関して一定の知見をまとめる
力を養う。

40 80 40 80 0 0 0 20 40 0

歴史遺産学基礎実
習II
(文化財保存修復基
礎演習Ⅰ)

演習 2 3 4 前期 2
古文書・絵画なら
びに民具の保存修

復実習

①日本の紙の種類を識別し、制作（紙漉き）を通じてこれ
らの特性を理解する。②古文書の損傷に関して、その原因
と対処方法を学び、修復に関する基礎実習を行う。③民具
を主とした生活資料について、クリーニング・調書作成・
保存修復等の基礎的実習を行う。

①日本の紙の種類や物性について理解し、識別法の基礎を
身につける。②古文書の損傷についてその原因を解明する
方法を学び、保存修復技術の基礎を身につける。③民具の
種類を見分ける力を養い、保存修復の基礎技術を習得す
る。

40 80 40 80 0 0 0 20 40 0

歴史遺産学基礎実
習III
(文化財保存修復基
礎演習Ⅱ)

演習 2 3 4 後期 2
建築彩色技法なら
びに保存科学実験

①寺院建築における彩色の保存修復に関する基礎実習（模
写、補彩）②文化財の保存科学に関して、研究の基礎的方
法論を学び、各種分析方法の基礎実習を行う。

①模写を通じて日本画の基礎技術を学ぶとともに、建築彩
色技術の基礎を身につける。②文化財保存科学に関して、
各種分析法の基礎理論を理解し、各種分析機器の操作法を
身につける。③実験計画・実験ノートの作成を通じ、研究
方法の基礎を身につける。

40 80 40 80 0 0 0 20 40 0

歴史遺産プロジェ
クト演習I
(フィールドワーク
Ⅱ)

演習 2 3 4 後期 2

歴史遺産の調査・
保存・修復・活用
に関する課題に取

り組む。

歴史文化系、考古学・歴史まちづくり系、文化財保存修復
系の３つの領域に分かれ、それぞれに関するプロジェクト
にグループワークで取り組む。

①専門領域に関して、調査研究等に関する理論的考察を行
い、適切な実施計画を立案し、他社と協同して実行する。
②活動成果を文章にまとめ、また公開発表する力を養う

0 20 40 30 60 0 30 0 20 0 0

歴史遺産プロジェ
クト演習II
(歴史遺産学演習
Ⅰ)

演習 3 4 前期 2

歴史遺産の調査・
保存・修復・活用
に関する実践的課
題に取り組む。

歴史文化系、考古学・歴史まちづくり系、文化財保存修復
系の３つの領域に分かれ、それぞれに関する実践的課題を
グループワークで取り組む。

①現代社会から、歴史遺産に関する実践的課題を抽出する
力を養う。②専門領域に関して、調査研究等に関する理論
的考察を行い、適切な実施計画を立案し、他者と協同して
実行する。

0 20 40 30 60 0 0 20 40 30 60

歴史遺産プロジェ
クト演習III
(歴史遺産学演習
Ⅱ)

演習 3 4 後期 2

歴史遺産の調査・
保存・修復・活用
に関する実践的課
題の解決に取り組

む。

歴史文化系、考古学・歴史まちづくり系、文化財保存修復
系の３つの領域に分かれ、それぞれに関する実践的課題の
解決にグループワークで取り組む。

①現代社会から、歴史遺産に関する実践的課題を抽出する
力を養う。②専門領域に関して、調査研究等に関する理論
的考察を行い、適切な実施計画を立案し、他者と協同して
実行する。③活動成果を文章にまとめ、また公開発表する
力を養う。④成果に対する反応を冷静に受け止め、今後の
改善策を講じる力を養う。⑤各自が学んだ知識を活かし、
プレゼンテーションなどを通じて、他者への正確な情報伝
達方法を身に付ける。

0 20 40 30 60 0 0 20 40 30 60

歴史遺産学総合演習I 演習 3 4 前期 3
3回生ゼミ：進級論文
作成に向けて

4年次での卒業論文作成にむけて、歴史遺産学における専門的な
研究論文作成能力を養うことを目的とする。ゼミに分属し、先行研
究の講読、研究テーマおよび研究計画の設定、研究・実験方法の
検討を行ない、中間発表会で中間成果を報告する。

先行研究を学ぶことにより、歴史遺産学に関する広範な専門的知
識を身につける。ゼミ発表や小レポート作成により、論理的思考と文
章表現能力を向上させる。論議や口頭発表により、表現力を向上さ
せる。卒業論文にむけてのテーマを決定する。

0 40 120 0 30 90 0 30 90 0

歴史遺産学総合演習II 演習 3 4 後期 3
3回生ゼミ：研究論文
をまとめ、発表する

「歴史遺産学総合演習I」での成果を発展させ、各自が具体的な研
究テーマを設定し、研究論文に取り組む。授業では各自が進行状況
を報告し、論議する。

具体的な研究テーマ・研究計画を各自が設定し、進級論文を執筆
するなかで論理的思考能力と文章表現力を向上させること。  また、
成果について客観的に分析し、到達点と課題を認識し、卒業研究の
課題設定を行う。

0 40 120 0 30 90 0 30 90 0

歴史遺産学総合演習III 演習 4 前期 4
新たな知見をもつ研
究論文を執筆する

段階的に蓄積してきた基礎的教養と専門的知識・技術をベースとし
て、歴史遺産の保存・修復・活用を地域社会において実践することの
意義をあらためて認識しつつ、各自がこれに資するに足る「歴史遺産
論」を構築するための研究を進める。

課題解決に向けて長期間にわたって計画的に取り組むことで、持続
力を身に着ける。的確なデータ収集と分析を行うこととこれに依拠した
論述によって論理的思考能力・文章表現力を向上させる。新たな知
見を生み出すことによって創造の喜びを得る。

0 0 40 0 30 120 0 20 80 10 40

卒業研究・制作 演習 4 後期 4
新たな知見をもつ研
究論文を執筆し発表
する

段階的に蓄積してきた基礎的教養と専門的知識・技術をベースとし
て、歴史遺産の保存・修復・活用を地域社会において実践することの
意義をあらためて認識しつつ、各自がこれに資するに足る「歴史遺産
論」を構築し、卒業論文を執筆し発表する。

課題解決に向けて長期間にわたって計画的に取り組むことで、持続
力を身に着ける。的確なデータ収集と分析を行うこととこれに依拠した
論述によって論理的思考能力・文章表現力を向上させる。新たな知
見を生み出すことによって創造の喜びを得る。  卒業論文を完成させ
ることで、課題抽出からアウトプットまでの方法論を身に付ける。

0 0 40 160 30 120 0 20 80 10 40
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